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笠置町・和束町・南山城村、３町村をつなぐ広報紙

表紙写真：和束保育園春の遠足　和束町人権ふれあいセンターにて

和束天満宮にて



まち・むらの話題まち・むらの話題

笠置保育所とデイサービス利用者との交流会

地域おこし協力隊の紹介

　５月 10 日（水）、デイサービスセンター生楽で笠置
保育所の９人の子どもたちとデイサービス利用者との
交流会がおこなわれました。
　今回、交流会に参加したのは４歳と５歳の子どもた
ちで、みんなの前で一生懸命に自己紹介する姿に、利
用者から笑顔があふれていました。
　自己紹介の他にも子どもたちから童謡「チューリッ
プ」や「こいのぼり」の披露、利用者とのふれあいゲー
ムなど、楽しい交流の場となりました。
　交流会の最後には、子どもたちが利用者一人ひとり
と握手や感謝の言葉を交わしました。
　元気いっぱいの子どもたちからたくさんのパワーを
もらえた交流会でした。

　笠置町では、さらなる町の活性化を図る事業の企画・実
施をおこなうため、２人の「地域おこし協力隊」を配置し
ました。
　新たな地域資源の掘り起こしや情報発信など、さまざま
なまちづくりの業務に取り組んでいきます。町の活性化の
ため、精一杯頑張りますので、気軽にお声掛けください。

藤
ふじ
田
た

　始
もと

史
し

さん（写真右）
〈趣味〉
ものづくり
〈町に来たきっかけ〉
カヌーのイベントを通して
〈町のみなさんへ〉
お役にたてるよう頑張ります。

伊
い

藤
とう

　拓
たく

哉
や

さん（写真左）
〈趣味〉
クライミング、ボルダリング、登山
〈町に来たきっかけ〉
山登りにきたこと
〈町のみなさんへ〉
仲良くしてください（笑）

笠置町

笠置町

和束町で見つかった白いカラス
　５月 18 日（木）に、和束町白栖の水田の近

くで真っ白な野生のカラスが飛べずにいるのが

見つかり役場農村振興課で保護しました。遺伝

子の変異などで生まれつき色素を欠いた「アル

ビノ」のカラスとみられます。翌日 19 日（金）の

朝には元気になり、山に帰しました。

　新聞等で全国的に報道され、たくさんのご意

見をいただきましたが、カラスは本来は救護対

象では無いため、京都府と相談し山に帰すこと

としました。

和束町

交流会の様子

ボルダリングエリアで撮影（木津川上流）
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まち・むらの話題まち・むらの話題

おいしいお米を ～田植えのシーズン～

ふるさとの茶、日本一を目指して

南山城村

南山城村

　５月９日（火）、南山城小学校で
は地域のみなさんのご協力により
田植え体験をおこないました。
　５年生 14 人が田植えの仕方を
教わり、泥まみれになりながら田
植えをしました。児童たちはアメ
ンボや蛙に驚きの声を上げるなど、
日頃できない貴重な体験をするこ
とができました。
　今後は地域のみなさんに温かく
見守られ、大きな稲穂へと成長し
ていくことでしょう。児童たちは
収穫の時期を心待ちにしていまし
た。

　５月４日（木・祝）から５月 18 日（木）にかけて、
村内のお茶の生産者が、全国・関西・京都府茶品評会
に向けた煎茶製造に汗を流しました。今年、村では 12
点の出品茶の製造がおこなわれました。
　７月４（火）・５日（水）には、京都府茶品評会の審
査がおこなわれます。
　また８月１日（火）から３日（木）には、関西茶品評
会の審査が愛知県豊田市で、９月５日（火）から８日（金）
には全国茶品評会の審査が長崎県大村市で開かれ、「お
茶の形や色、香、味」の各項目により順位を競います。
　本年度の出品茶の摘採にあたり、ご協力をいただき
ましたみなさんに厚くお礼申しあげますとともに、各
種品評会での成績に大きな期待が寄せられます。

各地で和束の新茶を振る舞いました
　新茶の季節を迎え各地で和束の
新茶を振る舞いました。
　5 月 3 日（水・祝）から 14 日（日）
の間で、リーガロイヤルホテル（京
都・大阪・東京）、都市センターホ
テル（東京）、和束町観光案内所で
和束新茶の振る舞い、販売をおこ
ないました。　
　多くのお客さんで賑わい、和束
茶を味わっておられました。
　同時に和束町の観光 PR もおこ
ない、多くのみなさんに和束町を
知っていただく機会となりました。

和束町

苗を受け取る児童たち 位置を確認しながら植えていきます

村民のみなさんの協力があってこその出品茶です

リーガロイヤルホテル京都でお茶を振る舞う様子
和束町観光案内所でお茶を振
る舞う様子
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相楽東部未来づくりセンター除幕式
　４月 18 日（火）に、笠置町すまいるセンター（旧町立笠置第一保育園）において、山城広域振興局長、
山城広域振興局副局長兼相楽東部未来づくりセンター長、笠置町長、和束町長、南山城村長出席のもと「相
楽東部未来づくりセンター」除幕式が開かれました。看板は、笠置町在住で元笠置町参事である植田克巳
さんのご厚意により、相楽東部産の木材を用いて、手作りで作っていただきました。

設立経緯
　平成 28 年７月 28 日京都府政策企画部、総務部、山城広域振興局と３町村（笠置町・和束町・南山城村）
が一緒になり「相楽東部未来づくり推進協議会」が設立されました。

《協議会設立の基本理念》
◦相楽東部３町村の産業、自然等の個性や強みを活かしつつ、連携を強化し、圏域全体の生活環境の向上
　を図る。
◦農山村にあって、学研都市に近いという地域特性を活かし、学研も含めた生活圏の形成を図る。
◦幅広い世代において、農山村と都市が融合した新しいライフスタイルが実現できる〝理想郷〟を創造する。
　これらの基本理念に基づき、プロジェクト会議やワークショップを開き、議論を重ねてきました。

　こうした経過を踏まえて、学研都市と中京圏との間に位置し、将来性のある立地の相楽東部地域において、
急速な少子・高齢化、人口流出等の課題の解決を図るため、府職員（１人）と町村職員（笠置町・和束町・
南山城村 各１人）を相互に併任することにより、政策連携・共同化を推進する「相楽東部未来づくりセンター」
を設置するに至ったものです。

３町村

まち・むらの話題まち・むらの話題

いっぱい歩いて楽しかったね！
～３町村保育園（所）春の遠足～
　３町村各保育園（所）ではこの春遠足に出かけました。
　笠置保育所では、５月 12 日（金）宇治市植物公園にいきました。
　バスの中では子どもたちは楽しみで仕方がないといった様子でお喋りに夢中
でした。
　植物公園に着くと、温室の中のめずらしい植物や果物を近くで見たり、花で
出来たタペストリーを見たりして楽しみました。待ちに待ったお弁当をおいし
そうに頬張りながら、嬉しそうに食べ、笑顔いっぱいでした。
　和束保育園では、5 月 19 日（金）晴天のなか、園児たちが和束町内で遠足
をしました。
　４・５歳児は徒歩で児童公園まで行き、遊具で遊んだあと、こども館のホー
ルでお弁当を食べました。３歳児はロータリー公園で遊んだあと、園でお弁当
を食べました。
　乳児は天満宮まで行き、お菓子とジュースをいただきました。
　乳児、幼児とも爽やかな初夏を思わせる日差しの中、楽しく一日を過ごすこ
とが出来ました。
　南山城保育園では４月 25 日（火）、南山城村内を散策しました。
　大河原小橋からやまなみホールまで木津川沿いを散策し、満開に咲いた桜の
下で四葉のクローバーを探したり草花を摘んだりして遊びました。

除幕式の様子 職員紹介 応援にかけつけた和束町のゆるキャラ「茶
茶ちゃん」

笠置保育所

和束保育園

南山城保育園
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行　政行　政

　

近
年
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
の
進
行
、
高
度
情
報
化
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展

な
ど
に
よ
り
、
消
費
者
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
、
消
費
者
問
題
は
多

様
化
・
複
雑
化
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
高
齢
者
を
狙
っ
た
特
殊
詐
欺
や
悪
質
商
法
、
若
者
を
中
心
と
し
た
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
関
す
る
消
費
者
被
害
が
増
加
し
て
お
り
、
そ
の
手
口
も
巧
妙
化
し

て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
相
楽
郡
広
域
事
務
組
合
（
木
津
川
市
、
笠
置
町
、
和
束
町
、
精

華
町
及
び
南
山
城
村
で
構
成
）
で
は
、
平
成
22
年
３
月
１
日
か
ら
「
相
楽
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
」
を
相
楽
会
館
内
に
開
設
し
、
消
費
生
活
相
談
員
に
よ
る
消
費
者
ト

ラ
ブ
ル
被
害
に
関
す
る
相
談
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

相
楽
郡
広
域
事
務
組
合
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
、
相
楽
地
域
の
皆
様
が
安
全
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
づ
く
り
の
た
め
、
消
費
生
活
に
関
す
る
身
近
な
相
談

窓
口
と
し
て
、
業
務
体
制
の
一
層
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
京
都
府
や
市
町
村
、

関
係
機
関
と
連
携
し
た
情
報
共
有
や
協
力
体
制
の
構
築
な
ど
、
消
費
者
行
政
の
推

進
に
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
消
費
者
情
報
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
消

費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
関
し
て
お
困
り
の
際
は
、
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
相
楽
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

相
楽
郡
広
域
事
務
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

代
表
理
事　

木
村　

要

平
成
29
年
度
消
費
者
行
政
に

関
す
る
意
思
表
明

情報公開及び個人情報保護制度の運用状況（平成28年度）
　笠置町、和束町、南山城村及び相楽東部広域連合では情報公開条例により、公文書の公開等をおこなっています。ま
た、個人情報保護条例により、本人の請求に応じて、実施機関の保有する個人情報の開示や訂正等をおこなっています。
平成 28 年度の各制度の運用状況は、次のとおりです。

⃝情報公開及び個人情報保護制度の運用状況（平成28年度）	 （単位：件）

笠　置　町 和　束　町 南山城村 連　　合

１．情報公開制度の運用 個人 法人 個人 法人 個人 法人 個人 法人

　（１）公文書の公開請求にかかるもの

請　求　件　数 2 0 1 4 2 2 0 1

公
開
状
況

全部公開 1 0 0 4 2 1 0 1

一部公開 0 0 1 0 0 0 0 0

却　　下 1 0 0 0 0 1 0 0

　（２）不服申立にかかるもの 申　立　件　数 0 0 0 0 0 0 0 0

２．個人情報保護制度の運用

　（１）保有個人情報の開示請求にかかるもの 請　求　件　数 0 0 0 0 1 0 0 0

　（２）保有個人情報の訂正又は利用停止請求にかかるもの 請　求　件　数 0 0 0 0 0 0 0 0

※制度運用については、現在お住まいの町村総務課までお問合せください。
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保健・福祉保健・福祉

シ
リ
ー
ズ
　
相
楽
医
師
会
　
健
康
ア
ド
バ
イ
ス

そ
の
27
　
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
診
療
の
最
近
の
話
題

　

み
な
さ
ん
は
パ
ー
キ
ン
ソ
ン

病
と
い
う
病
気
に
つ
い
て
ご
存

じ
で
し
ょ
う
か
。
神
経
難
病
の

中
で
は
、
比
較
的
頻
度
の
高
い

疾
患
で
、
人
口
10
万
人
あ
た
り

２
０
０
人
く
ら
い
の
方
が
、
こ

の
病
気
に
罹
患
し
て
い
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
年
齢

が
高
く
な
る
ほ
ど
、
有
病
率
が

高
く
な
り
、
人
口
構
成
上
高
齢

化
率
の
高
い
地
域
で
は
、
こ
の

病
気
に
か
か
っ
て
い
る
方
が
多

く
な
り
ま
す
。

　

診
断
は
、特
徴
的
な
症
候
（
安

静
時
の
ふ
る
え
、
動
作
緩
慢
、

姿
勢
の
障
害
）
の
有
無
と
、
頭

部
Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
で
、
類
似
し

た
疾
患
を
除
外
す
る
こ
と
で
お

こ
な
っ
て
き
ま
し
た
。
最
近
で

は
、
Ｍ
Ｉ
Ｂ
Ｇ
心
筋
シ
ン
チ
や

Ｄ
Ａ
Ｔ
ス
ペ
ク
ト
を
お
こ
な
う

こ
と
で
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の

診
断
が
、
以
前
よ
り
確
実
に
お

こ
な
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

治
療
に
つ
い
て
は
、１
９
７
２
年

に
Ｌ
Ｄ
Ｏ
Ｐ
Ａ
が
使
わ
れ
だ
し

て
、
対
症
療
法
な
が
ら
、
パ
ー

キ
ン
ソ
ン
病
の
患
者
さ
ん
の
治

療
が
進
歩
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

Ｌ
Ｄ
Ｏ
Ｐ
Ａ
に
よ
る
長
期
間
の

治
療
に
よ
り
、
症
状
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
が
困
難
に
な
っ
て
く
る

こ
と
が
多
く
、
そ
れ
ら
に
対
し

て
の
治
療
薬
・
治
療
法
が
進
歩

し
て
き
ま
し
た
。
薬
が
切
れ
て

動
け
な
く
な
る
こ
と
（
オ
フ
状

態
）
が
あ
り
、
そ
の
対
策
と
し

て
Ｌ
Ｄ
Ｏ
Ｐ
Ａ
の
代
謝
を
抑
制

す
る
薬
剤
を
同
時
に
使
用
す
る

と
い
う
方
法
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
そ
れ
以
外
の
薬
剤
も
開
発

さ
れ
、
オ
フ
状
態
の
改
善
目
的

に
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

さ
ら
に
小
手
術
が
必
要
で

す
が
、
腸
管
内
に
チ
ュ
ー
ブ

を
挿
入
し
て
、
持
続
的
に
薬
剤

を
注
入
す
る
と
い
う
方
法
も

２
０
１
６
年
7
月
に
健
康
保
険

に
て
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

１
９
９
０
年
代
後
半
か
ら
、

脳
に
電
極
を
埋
め
込
ん
で
電
気

刺
激
す
る
治
療
も
お
こ
な
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
し
、
現

在
は
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
か
ら
ド
ー
パ

ミ
ン
を
産
生
す
る
細
胞
を
増
や

し
て
、
脳
に
移
植
す
る
と
い
う

治
療
の
臨
床
治
験
が
始
ま
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
パ
ー
キ
ン
ソ

ン
病
の
治
療
は
日
々
進
歩
し
て

い
ま
す
。
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
が

疑
わ
れ
る
よ
う
で
し
た
ら
、
か

か
り
つ
け
の
先
生
に
先
ず
は
ご

相
談
い
た
だ
き
、
必
要
に
応
じ

て
神
経
内
科
を
受
診
い
た
だ
く

の
が
よ
い
と
思
い
ま
す
。

京
都
山
城
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　

神
経
内
科　

岩
本　

一
秀

喫
緊
の
福
祉
課
題
の
解
消
を
図
る
た
め
、
福
祉
医
療
費

助
成
制
度
の
改
正
が
施
行
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
29
年
８
月
１
日
よ
り
福
祉
医
療
費
助
成
制
度

（
障
害
児
者
医
療
及
び
重
度
心
身
障
害
老
人
健
康
管
理

事
業
）
の
対
象
者
の
縮
小
を
お
こ
な
い
ま
す
。

制
度
改
正
の
背
景

　

現
在
の
制
度
は
、
下
記
の
〈
現
在
の
対
象
者
〉
に
つ

い
て
入
院
・
通
院
・
調
剤
な
ど
の
保
険
内
診
療
の
す
べ

て
に
お
い
て
自
己
負
担
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
助
成

を
お
こ
な
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
京
都
府
下
で
同
様

の
医
療
費
助
成
を
お
こ
な
っ
て
い
る
他
市
町
村
と
比

較
し
ま
す
と
、
所
得
制
限
や
負
担
限
度
額
の
設
定
が
な

い
の
は
笠
置
町
だ
け
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
、
こ
の
特
化
し
た
部
分
を
縮
小
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
そ
の
財
源
を
次
の
差
し
迫
っ
た
福
祉
課
題
を
解
消

す
る
た
め
の
新
た
な
施
策
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
く
も

の
で
す
。

ⅰ
．
新
し
い
介
護
予
防
・
健
康
づ
く
り
事
業
の
開
始

　
　
（
平
成
29
年
4
月
か
ら
実
施
）

ⅱ
．
日
常
生
活
サ
ー
ビ
ス
事
業
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　
　

事
業
）
運
営
費
の
補
助

ⅲ
．「
ま
ち
づ
く
り
事
業
補
助
金
」（
各
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

　
　

テ
ィ
ー
活
動
助
成
事
業
）
の
拡
充

ど
う
か
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

笠
置
町
保
健
福
祉
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１
（
代
表
）

福
祉
医
療
費
助
成
制
度
の
改
正
（
笠
置
町
）

⃝相楽休日応急診療所の診療体制
受付時間 午前 8 時 30 分～

午後 0 時 30 分
診療時間 午前 9 時～

症状によっては診察できない場合や京都山城総
合医療センターを紹介する場合があります。

受診前には電話でお問合せください。
7 月の診療科目は次のとおりです。

（急に変更になる場合があります。）

月　　日 診療科目
7 月 2 日（日） 内科・小児科
7 月 9 日（日） 内科・小児科
7 月 16 日（日） 内科
7 月 17 日（月・祝） 小児科
7 月 23 日（日） 内科・小児科
7 月 30 日（日） 小児科
※ 6 月分については広報れんけい 5 月号をご覧
　ください。
問合せ　相楽休日応急診療所（相楽会館内）
　　　　☎ 0774・73・9988（直通）
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教　育教　育

小
学
校
教
科
書
（
道
徳
）

見
本
展
示
会
の
ご
案
内

　

平
成
30
年
度
か
ら
の
道
徳
の
教
科
化
に
伴
い
、
使
用
す

る
教
科
書
の
見
本
を
展
示
し
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
教
科
書
の
採
択
に
あ
た
り
、
住
民

の
み
な
さ
ん
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
教
科
書
を
選
ぶ

上
で
の
参
考
と
す
る
た
め
、
検
定
済
の
教
科
書
の
見
本
を

管
内
に
お
い
て
展
示
し
ま
す
。

　

各
展
示
会
場
及
び
日
程
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
各
展
示
会
場
に
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
準
備

し
て
い
ま
す
の
で
、
教
科
書
に
関
す
る
ご
意
見
な
ど
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

笠
置
中
２
年
生
大
学
訪
問

　

５
月
15
日
（
月
）、
笠
置
中
学
校
2
年
生
14
人
が
進
路

学
習
（
キ
ャ
リ
ア
教
育
）
の
一
環
と
し
て
、
大
阪
電
気
通

信
大
学
四
条
畷
キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

大
学
の
先
生
か
ら
は
、
大
学
と
中
学
校
の
違
い
な
ど
の

話
を
聞
き
、
模
擬
体
験
と
し
て
映
像
合
成
や
音
声
合
成
な

ど
を
経
験
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
大
学
生
に
直
接
声
を
か
け
、

「
大
学
で
学
ぶ
意
義
は
何
か
」
等
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も
お

こ
な
い
ま
し
た
。

　

笠
置
中
学
校
で
は
、
今
回
の
学
習
を
踏
ま
え
て
、
今
秋

に
は
実
際
に
働
く
経
験
（
職
場
体
験
学
習
）
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
系
統
的
な
学
習
を
通
し
て
、
一
人

ひ
と
り
が
主
体
的
に
自
分
の
進
路
を
考
え
、
切
り
拓
く
力

を
培
っ
て
い
ま
す
。

読
書
活
動
推
進
事
業

ブ
ッ
ク
カ
フ
ェ
を
開
き
ま
し
た

　

４
月
28
日
（
金
）、南
山
城
村
図
書
室
に
お
い
て
「
ブ
ッ

ク
カ
フ
ェ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

毎
回
好
評
の
当
事
業
は
、
今
年
度
よ
り
「
読
書
活
動
推

進
事
業
」
と
し
て
春
と
秋
の
２
回
開
催
を
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

１
回
目
と
な
る
今
回
は
、
参
加
者
５
人
の
う
ち
２
人
が

初
め
て
と
い
う
こ
と
で
、
ブ
ッ
ク
カ
フ
ェ
の
魅
力
を
時
間

制
限
な
し
で
存
分
に
楽
し
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

　

過
去
に
読
ん
だ
こ
と
の
あ
る
本
が
紹
介
さ
れ
る
と
、
内

容
だ
け
で
な
く
、
感
じ
た
こ
と
も
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ

ま
す
。
一
冊
を
大
勢
で
シ
ェ
ア
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
紹

介
者
と
聴
き
手
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
グ
ッ
と
深
ま

り
、
本
の
世
界
へ
引
き
込
ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
同
じ
本
を
紹
介
さ
れ
た
り
、
好
き
な
ジ
ャ
ン
ル

が
同
じ
だ
っ
た
り
、面
白
い
と
こ
ろ
で
は
、期
待
外
れ
だ
っ

た
本
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
“
本
と
人
”
が
出
合
い
、
心
が

通
い
合
う
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

初
め
て
参
加
さ
れ
た
方
も
、
口
々
に
、
ブ
ッ
ク
カ
フ
ェ

の
醍
醐
味
で
あ
る
「
ひ
と
り
で
は
味
わ
え
な
い
楽
し
さ
や

発
言
に
よ
る
開
放
感
」
を
感
じ
ら
れ
た
よ
う
で
、
秋
の
開

催
を
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

【
紹
介
さ
れ
た
本
（
一
部
）】（
詳
細
は
各
図
書
室
に
掲
示
）

　

蜜
蜂
と
遠
雷
／
痴
人
の
愛
／
音
楽
で
楽
し
む
名
画
／
自

　

然
と
人
生
／
北
越
雪
譜
／
花
さ
き
山
／
黒
幕
の
ゲ
ル
ニ

　

カ
／
生
き
る
僕
ら
／
フ
ィ
リ
グ
リ
ー
街
の
時
計
師
／
勁
草

　

の
人

巡回展示会

展示会場名 展示期間 展示時間

南山城小学校 ６月 ５ 日（月）～６月 ９ 日（金）午前９時～午後４時

笠置小学校 ６月 12 日（月）～６月 16 日（金）午前９時～午後４時

和束小学校 ６月 19 日（月）～６月 23 日（金）午前９時～午後４時

和束町体験
交流センター ６月 26 日（月）～６月 30 日（金）午前９時～午後４時

法定展示会

展示会場名 展示期間 展示時間

山城教科書
センター ６月 16 日（金）～７月 ５ 日（水） 午前８時 30 分～

午後７時
※各会場とも土曜・日曜を除きます。
※山城教科書センターは、京都府山城教育局内にあります。

講義を受けている様子

映像合成を体験する様子
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地
震
に
備
え
今
こ
そ
！

耐
震
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

熊
本
の
震
災
を
は
じ
め
、
昨
今
、
全
国
的
に
地
震
が
多

発
し
て
い
る
な
か
、
私
た
ち
の
周
辺
で
も
そ
の
よ
う
な
大
地

震
が
い
つ
起
こ
る
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。
地
震
へ
の
備
え
と

し
て
、
ま
ず
は
住
ま
い
の
耐
震
性
が
わ
か
る
耐
震
診
断
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
派
遣
事
業

３
０
０
０
円
で
耐
震
診
断
か
ら
耐
震
補
強
プ
ラ
ン
の

提
案
ま
で

対　

象

　

① 

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
た
木
造
住
宅

　

② 

延
べ
床
面
積
の
２
分
の
１
以
上
を
住
宅
と
し
て
使
用

　
　

 

し
て
い
る
も
の

　

③ 

簡
易
耐
震
診
断
の
結
果
、倒
壊
の
危
険
性
が
高
い
も
の

費　

用　

個
人
負
担
３
０
０
０
円

内　

容

　

京
都
府
登
録
の
耐
震
診
断
士
に
よ
る
耐
震
診
断
・
診
断

結
果
の
説
明
・
耐
震
改
修
の
提
案
・
概
算
工
事
費
の
提
示

募
集
戸
数　

※
随
時
相
談
し
て
く
だ
さ
い

申
込
締
切　

12
月
28
日
（
木
）
ま
で

　

耐
震
診
断
の
結
果
、「
倒
壊
す
る
可
能
性
が
高
い
」
と

さ
れ
た
場
合
、
住
宅
の
耐
震
改
修
を
お
勧
め
し
ま
す
。
最

高
90
万
円
ま
で
の
補
助
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
・
申
込
み

　

笠
置
町
総
務
財
政
課　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１
（
代
表
）

　

南
山
城
村
建
設
水
道
課　
☎
０
７
４
３・
93
・
０
１
０
６（
直
通
）

＝
舞
鶴
海
上
保
安
部
・
京
都
府
水
難
救
済
会

か
ら
の
お
願
い
＝

　

暖
か
く
な
る
と
、
海
や
川
で
の
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
む

機
会
が
増
え
て
き
ま
す
。

　

自
然
に
触
れ
、
親
し
む
こ
と
は
と
て
も
楽
し
い
も
の

で
す
が
、
そ
の
一
方
で
水
の
事
故
が
後
を
絶
た
ず
、
京

都
府
の
海
で
も
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
中
の
事
故
が
多
発
し

て
い
ま
す
。

　

万
が
一
の
事
故
に
備
え
て
、
ボ
ー
ト
な
ど
で
遊
ば
れ

る
方
は

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
着
用

防
水
パ
ッ
ク
に
入
れ
た
携
帯

電
話
の
携
行

　

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
事
故
が
発
生
し
た
時

や
事
故
を
目
撃
し
た
と
き
は

迷
わ
ず
・
素
早
く
「
１
１
８
番
」
へ

　

こ
れ
ら
の
情
報
は
、
第
八
管
区
海
上
保
安
部
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

http://w
w

w
.kaiho.m

lit.go.jp/
08kanku/kainan/kainantop.htm

l

問
合
せ　

舞
鶴
海
上
保
安
部

　

☎
０
７
７
３
・
76
・
４
１
２
０

海
の
も
し
も
は
１
１
８
番

木
津
川
の
洪
水
情
報
が

緊
急
速
報
メ
ー
ル
で
配

信
さ
れ
ま
す

　

近
年
、
記
録
的
な
豪
雨
に
よ
る
大
規
模
な
水
害
や
土
砂

災
害
が
頻
発
し
て
お
り
、
気
候
変
動
の
影
響
に
よ
り
、
今

後
は
ま
す
ま
す
洪
水
の
発
生
頻
度
が
高
ま
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
こ
う
し
た
災
害
に
備
え
て
、
国
が
管
理
す
る
木
津

川
で
大
規
模
な
洪
水
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
み
な
さ
ん

の
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
対
し
て
洪
水
情
報
の

配
信
を
開
始
し
ま
す
。

　

従
来
の
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
等
か
ら
の
情
報
の
ほ
か
、
こ

の
洪
水
情
報
を
活
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
住
民

の
み
な
さ
ん
が
自
ら
水
害
の
危
険
性
を
察
知
し
、
自
主
的

な
避
難
に
役
立
て
て
い
た
だ
け
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

あ
ら
か
じ
め
、
住
民
の
み
な
さ
ん
に
は
ご
承
知
お
き
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
し
ら
せ
し
ま
す
。

配
信
の
開
始
日　

６
月
15
日
（
木
）
〜

配
信
エ
リ
ア　
　

笠
置
町
・
和
束
町
・
南
山
城
村
全
域

　
　
　
　
　
　
　
（
※
他
エ
リ
ア
の
配
信
が
届
く
こ
と
が

　
　
　
　
　
　
　

あ
り
ま
す
）

配
信
す
る
情
報

　

木
津
川
に
お
い
て
河
川
氾
濫
の
お
そ
れ
が
あ
る
（
氾
濫

　

危
険
水
位
に
到
達
し
た
）
情
報
及
び
氾
濫
が
発
生
し
た

　

情
報
を
配
信

対
象
の
水
位
観
測
所　

　

木
津
川 

岩
倉
水
位
観
測
所

　
　
　
　

 

加
茂
水
位
観
測
所
（
南
山
城
村
を
除
く
）

問
合
せ　

国
土
交
通
省
淀
川
ダ
ム
統
合
管
理
事
務
所

　
　
　
　

☎
０
７
２
・
８
５
６
・
３
１
３
１

安心・安全安心・安全

海上保安庁イメージキャラクター
うみまる（兄）　うーみん（妹）
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笠置町・和束町・南山城村　避難場所一覧
笠　置　町 和　束　町 南山城村

施設名等 電話番号 施設名等 電話番号 施設名等 電話番号
笠置小学校 0743・95・2046 和束小学校 0774・78・2072 高尾公民館 0743・94・0440
笠置会館 0743・95・2140 和束中学校 0774・78・2012 高尾生涯学習センター －
切山総合センター － 和束運動公園グラウンド － 農業者トレーニングセンター 0743・94・0635
西部区集会所 － 和束町体験交流センター 0774・78・4335 田山生涯学習センター －
東部区集会所 － 和束保育園 0774・78・2156 今山公民館 0743・93・0500
飛鳥路区集会所 0743・95・2229 和束町社会福祉センター 0774・78・3312 笠置中学校 0743・93・0326
産業振興会館 0743・95・2880 和束町人権ふれあいセンター 0774・78・3488 南山城小学校 0743・93・3730
すまいるセンター 0743・95・2630 和束Ｂ＆Ｇ海洋センター 0774・78・2977 奥田公民館 0743・93・0528
笠置保育所 0743・95・2942 和束町老人福祉センター 0774・78・2826 押原コミュニティセンター 0743・93・0007
老人福祉センター 0743・95・2750 白栖区公民館 0774・78・3395 本郷コミュニティセンター 0743・93・0880
笠置児童館 0743・95・2944 中・五の瀬集会所 － 南山城村第３グラウンド －
南部公民館 0743・95・2356 南大河原会館 0743・93・0008
北部公民館 0743・95・2352 野殿公民館 0743・93・0018

童仙房公民館 0743・93・0016
童仙房生涯学習センター －
月ヶ瀬ＮＴ集会所 0743・93・0804
保健福祉センター 0743・93・0294
南山城村文化会館（やまなみホール） 0743・93・0560
南山城村役場 0743・93・0101
南山城村自然の家 0743・94・0100

土砂災害に備えましょう
　今年もいよいよ雨の多い季節を迎えようとしています。国土交通省砂防部が発表した平成 28 年の土砂災
害の発生件数は 1,492 件にもなります。( 内、土石流等 399 件・地すべり 53 件・崖崩れ 1,040 件 )
　６月は土砂災害防止月間とされています。これは土砂災害防止に関する国民の理解と関心を深めるため、
防災知識の普及、警戒避難体制の整備等に関する各種運動を実施することにより、土砂災害から生命や財産
を守ることを目的として昭和 58 年（1983 年）に定められたものです。
　この土砂災害防止月間を機に、ご家庭の防災対策を見直し、大雨や台風に備えるようにしましょう。

３町村の避難場所一覧
　いざというときに慌てないよう、以下の一覧を参考に自宅や勤務地付近の避難場所と安全な避難経路を確
認するようにしましょう。

　災害の状況により開設する避難場所
は異なります。避難情報により確認を
お願いします。

第
23
回
相
楽
子
ど
も
の

交
通
安
全
意
見
発
表
会

　

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間
中
の
４
月
15
日
（
土
）、

加
茂
文
化
セ
ン
タ
︱
で
「
相
楽
子
ど
も
の
交
通
安
全
意
見

発
表
会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

相
楽
地
方
の
全
小
学
校
の
代
表
児
童
22
人
が
、
交
通
安

全
に
関
す
る
思
い
や
考
え
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
等
を
発
表
、
地

域
住
民
の
心
に
響
き
感
動
を
与
え
ま
し
た
。

　

今
回
の
発
表

作
文
は
、
文
集

に
し
て
各
小
学

校
、
教
育
委
員

会
に
配
布
予
定

で
す
。

　

こ
の
件
に
関

す
る
問
合
せ
は
、

京
都
府
木
津
警

察
署
交
通
課

（
☎
０
７
７
４
・

72
・
０
１
１
０
）

ま
で
お
願
い
し

ま
す
。

安心・安全安心・安全

記念撮影する発表をおこなった児童たち

₉



まち・むらからのおしらせまち・むらからのおしらせ
女
性
学
講
座
管
外
研
修

「
美
味
し
い
街

　
三
田（
神
戸
市
）の
工
場
見
学
」

実
施
日　

６
月
27
日
（
火
）

時　

間　

午
前
８
時
〜
午
後
５
時
30
分

行
き
先　

神
戸
市

集
合
場
所　

南
山
城
村
文
化
会
館

　
　
　
　

笠
置
町
中
央
公
民
館

　
　
　
　

和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー

内　

容　

①
か
ね
ふ
く
め
ん
た
い
パ
ー
ク
神
戸

　
　
　
　
　

三
田
店　

工
場
見
学

　
　
　
　

②
昼
食
「
丘
の
上
の
レ
ス
ト
ラ
ン
」

　
　
　
　

③「
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
神
戸
工
場
」見
学

参
加
対
象　

３
町
村
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上

　
　
　
　
（
高
校
生
不
可
）

参
加
費　

２
０
０
０
円
（
昼
食
代
）

定　

員　

先
着
18
人

申
込
受
付　

６
月
12
日
（
月
）
〜
16
日
（
金
）

　
　
　
　

※
土
日
を
除
く
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
　
　
　

※
お
１
人
に
つ
き
、
１
件
の
申
込
に

　
　
　
　
　

限
る

申
込
み　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

そ
の
他　

詳
し
く
は
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

　
　
　
　

チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

『
健
康
体
操
』（
笠
置
町
）

実
施
日　

６
月
８
日
（
木
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場　

所　

笠
置
町
中
央
公
民
館

講　

師　

西
垣
紀
壬
代
さ
ん

参
加
対
象　

笠
置
町
在
住
者

問
合
せ　

教
育
委
員
会
笠
置
町
分
室

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
７
２
６

『
英
会
話
教
室
』

●
和
束
町
教
室

実
施
日　

６
月
５
日
（
月
）・
19
日
（
月
）

時　

間　

午
後
７
時
30
分
〜
８
時
40
分

場　

所　

和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー

講　

師　

ア
ル
ヴ
ィ
ン
・
ハ
ー
ト
先
生

●
南
山
城
村
教
室

実
施
日　

６
月
７
日
（
水
）・
21
日
（
水
）

時　

間　

午
後
７
時
30
分
〜
８
時
30
分

場　

所　

南
山
城
村
文
化
会
館

講　

師　

ケ
ン
ダ
ル
・
コ
ン
ラ
ー
デ
ィ
ー
先
生

問
合
せ　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

『
親
と
子
の
茶
道
教
室
』

実
施
日　

６
月
３
日
（
土
）

時　

間　

午
後
１
時
〜
４
時

場　

所　

南
山
城
村
文
化
会
館

講　

師　

菅
瀬
操
仙
さ
ん

参
加
対
象　

親
と
子
の
茶
道
教
室
受
講
生

問
合
せ　

教
育
委
員
会
南
山
城
村
分
室

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
５
８
０

プ
ー
ル
監
視
員
の
ア
ル
バ
イ
ト
募
集

勤
務
期
間　

８
月
10
日
（
木
）
〜
16
日
（
水
）

　
　
　
　

7
日
間
（
予
定
）

勤
務
時
間　

午
後
０
時
30
分
〜
４
時
30
分

勤
務
場
所　

南
山
城
小
学
校
の
プ
ー
ル

募
集
定
員　

４
人
程
度

応
募
資
格

　

１
．
高
校
生
以
上
で
泳
げ
る
方

　
　
　
（
た
だ
し
、
高
校
生
は
保
護
者
の
承
諾
書

　
　
　

が
必
要
で
す
） 

　

２
．
教
育
委
員
会
が
開
催
す
る
安
全
講
習
会

　
　
　

及
び
調
整
会
に
出
席
で
き
る
方

　

※
別
途
、
プ
ー
ル
の
一
般
開
放
日
ま
で
に
プ
ー

　
　

ル
監
視
に
係
る
安
全
確
保
の
た
め
の
安
全

　
　

監
視
講
習
会
及
び
調
整
会
議
（
3
時
間
程

　
　

度
を
予
定
）
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
に

　
　

必
ず
出
席
で
き
る
方
。（
講
習
会
・
調
整
会

　
　

議
に
つ
い
て
は
、
勤
務
時
間
と
し
て
賃
金

　
　

支
払
対
象
と
な
り
ま
す
。）

　

※
普
通
救
命
講
習
会
が
受
講
で
き
る
こ
と
が
、

　
　

必
須
条
件
に
な
り
ま
す
。

　

※
普
通
救
命
講
習
会
は
、
相
楽
中
部
消
防
本

　
　

部
が
左
記
日
程
で
開
催
予
定
の
講
習
会
に

　
　

参
加
で
き
る
こ
と
。

普
通
救
命
講
習
会

日　

時　

7
月
９
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
9
時
〜
正
午

場　

所　

相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部（
３
階
）

講
習
内
容　

心
肺
蘇
生
法　

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
な
ど

申
込
期
間　

６
月
１
日
（
木
）
〜
６
月
30
日
（
金
）

　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

　
　
　
　
（
土
、
日
、
祝
日
は
除
く
。）

問
合
せ　

相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部

　
　
　
　

警
防
課
救
急
係

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
75
・
１
３
８
２

安
全
監
視
員
講
習
会
及
び
調
整
会
議

日　

程　

7
月
下
旬
（
※
後
日
調
整
の
上
、連
絡
）

　
　
　
　

3
時
間
程
度

開
催
場
所　

南
山
城
小
学
校　

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
室
・

　
　
　
　

プ
ー
ル

時
間
給　

１
０
０
０
円

申
込
受
付
期
間　

６
月
12
日
（
月
）〜
7
月
7
日

　
　
　
　
　
　
　
（
金
）
の
平
日

受
付
時
間　

午
前
9
時
〜
午
後
5
時
ま
で

申
込
み　

市
販
の
履
歴
書
、
ア
ル
バ
イ
ト
登
録

　
　
　
　

申
請
書
、
承
諾
書（
高
校
生
の
み
）
を

　
　
　
　

教
育
委
員
会
又
は
南
山
城
村
分
室
へ

　
　
　
　

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

そ
の
他　

承
諾
書
及
び
申
請
書
は
窓
口
ま
た
は

　
　
　
　

連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー

　
　
　
　

ド
で
き
ま
す
。
な
お
、
応
募
者
に
つ
い

　
　
　
　

て
は
順
次
審
査
の
う
え
、
募
集
定
員
に

　
　
　
　

な
り
次
第
締
切
り
ま
す
。

問
合
せ　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課　

　
　
　
　

☎
０
７
４
４
・
78
・
４
３
３
５

人
権
相
談
・
行
政
相
談
（
笠
置
町
）

実
施
日　

6
月
20
日
（
火
）

時　

間　

午
後
１
時
〜
４
時

場　

所　

産
業
振
興
会
館　

１
階
和
室

問
合
せ　

笠
置
町
税
住
民
課
（
人
権
相
談
）

　
　
　
　

総
務
財
政
課
（
行
政
相
談
）

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１
（
代
表
）

行
政
相
談
（
和
束
町
）

実
施
日　

６
月
20
日
（
火
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

場　

所　

和
束
町
役
場　

１
階
相
談
室

問
合
せ　

和
束
町
総
務
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
３
０
０
１
（
直
通
）

ま
ち
・
む
ら

か
ら
の

お
し
ら
せ

ご寄附ありがとうございました「和束町ふるさと応援寄附金基金」へ次のとおりご寄附をいただきました。（平成 29 年 4 月受付）。
　氏　名：匿名希望　　住　所：三重県伊賀市　　寄附金：20,000 円　　氏　名：匿名希望　　住　所：京都市　　寄附金：100,000 円
　ありがとうございました。お寄せいただいた寄附金は、和束町のまちづくりのため有効に活用させていただきます。

募
　
集

講
　
座

相
　
談

�



相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
職
員
募
集

募
集
内
容
・
応
募
資
格

職
種

採
用
予

定
人
数

受
験
資
格

消
防
職
若
干
名

年
齢
と

学
歴

平
成
４
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
、
学
校

教
育
法
の
高
等
学
校
以
上
の
卒
業
者
又
は
同

等
の
学
力
を
有
す
る
人
（
平
成
30
年
３
月
卒

業
見
込
者
を
含
む
）

居
住

条
件

相
楽
中
部
消
防
組
合
管
内
又
は
そ
の
近
郊

（
お
お
む
ね
通
勤
時
間
片
道
40
分
以
内
）
に

居
住
し
て
い
る
か
、
採
用
後
に
居
住
の
予
定

が
あ
る
こ
と

身
体
的

条
件

身
長

　

男
性 
お
お
む
ね
１
６
０
㎝
以
上
で
あ
る
こ
と

　

女
性 

お
お
む
ね
１
５
５
㎝
以
上
で
あ
る
こ
と

体
重

　

男
性 

お
お
む
ね
50
㎏
以
上
で
あ
る
こ
と

　

女
性 

お
お
む
ね
45
㎏
以
上
で
あ
る
こ
と

　

※
身
長
と
体
重
は
均
衡
を
保
っ
て
い
る
こ
と

視
力

　

裸
眼
で
両
目
と
も
０
・
６
以
上
又
は
裸
眼
で

　

両
目
と
も
０
・
１
以
上
で
矯
正
視
力
が
１
・
０

　

以
上
で
あ
る
こ
と

色
覚
、
聴
力
、
言
語
、
そ
の
他
職
務
遂
行
上

支
障
が
な
い
こ
と

受
付
期
間　

５
月
29
日
（
月
）
〜
６
月
16
日
（
金
）

　
　
　
　

※
土
曜
日
・
日
曜
日
を
除
く
午
前
８
時

　
　
　
　
　

30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で

受
付
場
所　

京
都
府
木
津
川
市
木
津
白
口
10
番
地
２

　
　
　
　

相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部
へ
持
参

　
　
　
　
（
郵
送
は
受
付
不
可
）

必
要
書
類　

申
込
書
と
受
験
票
に
必
要
事
項
を
記

　
　
　
　

入
し
、
６
か
月
以
内
に
撮
影
し
た
写

　
　
　
　

真
を
貼
り
、
次
の
書
類
等
を
提
出
し

　
　
　
　

て
く
だ
さ
い
。

募
　
集

そ
の
他
　
　

お
し
ら
せ

まち・むら・その他おしらせまち・むら・その他おしらせ

　

１　

最
終
学
校
卒
業
証
明
書

　
　
　
（
卒
業
見
込
証
明
書
）

　

２　

最
終
学
年
成
績
証
明
書

　

３　

受
験
票
送
付
用
封
筒　

１
通
（
長
形
３
号

　
　
　

封
筒
に
、
住
所
・
氏
名
を
記
入
し
３
９
２

　
　
　

円
簡
易
書
留
分
の
切
手
を
貼
付
し
て
く

　
　
　

だ
さ
い
。）

試
験
日　

第
１
次
試
験

実
施
日　

７
月
23
日
（
日
）

場　

所　

京
都
府
木
津
川
市
木
津
上
戸
15　

　
　
　
　

相
楽
会
館
２
階

試
験
内
容　

教
養
試
験　

消
防
適
性
検
査　

小
論
文

　
　
　
　

※
第
２
次
試
験
等
に
つ
い
て
は
、
合

　
　
　
　

格
者
に
通
知
し
ま
す
。

そ
の
他　

試
験
案
内
、
申
込
書
等
は
、
相
楽
中
部

　
　
　
　

消
防
組
合
消
防
本
部
総
務
課
及
び
消
防

　
　
　
　

本
部
各
出
張
所
、
木
津
川
市
役
所（
支

　
　
　
　

所
）、
笠
置
町
役
場
、
和
束
町
役
場
及
び

　
　
　
　

南
山
城
村
役
場
に
置
い
て
い
ま
す
が
、

　
　
　
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.sou

　
　
　
　

raku
ch

u
b

u
119

︲kyoto.jp
/

）

　
　
　
　

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
の

　
　
　
　

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部 

総
務
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
75
・
１
３
８
０

民
泊
受
入
家
庭
を
募
集
し
て
い
ま
す

　
「
子
供
達
と
感
動
の
場
を
共
有
し
ま
せ
ん

か
？
」
修
学
旅
行
や
野
外
活
動
な
ど
で
訪
れ
た

子
供
達
と
、
一
緒
に
日
常
の
作
業
を
し
た
り
、

料
理
を
作
っ
た
り
し
て
く
だ
さ
る
家
庭
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

手
配
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
、
安
全
対
策
な

ど
は
、
事
務
局
が
サ
ポ
ー
ト
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
特
別
な
こ
と
は
不
要
で
す
。（
各
家
庭

に
は
体
験
指
導
料
と
し
て
、
受
入
1
人
に
つ
き

５
５
０
０
円
〜
を
お
支
払
い
し
ま
す
）

　

興
味
の
あ
る
方
は
、一
度
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
（
一
財
）
和
束
町
活
性
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

担
当　

中
西
・
下
村

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
３
３
９
６

府
立
山
城
郷
土
資
料
館
の
催
し

企
画
展
「
京
都
茶
器
物
語

〜
喫
茶
の
考
古
学
〜
」

　

夏
の
企
画
展
。
発
掘
さ
れ
た
資
料
を
中
心
に

桃
山
茶
陶
か
ら
幕
末
の
蓮
月
焼
や
木
津
川
市
で

か
つ
て
焼
か
れ
た
鹿
背
山
焼
ま
で
を
紹
介
し
ま

す
。

日　

時　

６
月
３
日（
土
）〜
７
月
９
日（
日
）ま
で

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

場　

所　

山
城
郷
土
資
料
館

文
化
財
講
演
会

日　

時　

６
月
10
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場　

所　

山
城
郷
土
資
料
館　

演　

題　
「
京
焼
の
創
始
」

講　

師　

大
手
前
大
学　

岡 

佳
子
教
授

聴
講
料　

無
料
。
た
だ
し
入
館
料
が
必
要
。

　
　
　
　

※
事
前
申
込
み
は
不
要
。

お
茶
の
京
都
　
文
化
体
験
教
室

「
鹿
背
山
焼
で
お
茶
を
の
む
」

日　

時　

６
月
17
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

場　

所　

山
城
郷
土
資
料
館　

講　

師　

当
館
職
員
、
友
の
会
サ
ー
ク
ル

定　

員　

30
人

参
加
費　

未
定
。
入
館
料
必
要
。

申
込
期
限　

６
月
10
日
（
土
）
ま
で

　
　
　
　

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

文
化
財
連
続
講
座

日　

時　

７
月
１
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場　

所　

山
城
郷
土
資
料
館

演　

題　

喫
茶
の
考
古
学
（
仮
）

講　

師　

当
館
資
料
課　

松
尾
史
子
主
査

催
　
し

人
権
相
談
（
和
束
町
）

実
施
日　

６
月
１
日
（
木
）・
27
日
（
火
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

場　

所　

和
束
町
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　

和
束
町
人
権
啓
発
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
３
４
８
８

行
政
・
人
権
・
困
り
ご
と
相
談（
南
山
城
村
）

実
施
日　

６
月
20
日
（
火
）

時　

間　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

場　

所　

月
个
瀬
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
集
会
所

問
合
せ　

南
山
城
村
総
務
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２（
直
通
）

無
料
法
律
相
談
（
南
山
城
村
）

実
施
日　

６
月
20
日
（
火
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
〜
５
時

場　

所　

月
个
瀬
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
集
会
所

問
合
せ　

南
山
城
村
総
務
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２（
直
通
）

　

※
無
料
法
律
相
談
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

健
康
相
談
（
笠
置
町
）

実
施
日

場　

所

６
月

13
日
（
火
）
飛
鳥
路
集
会
所

21
日
（
水
）
東
部
集
会
所

23
日
（
金
）
笠
置
会
館

28
日
（
水
）
産
業
振
興
会
館

時　

間　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

問
合
せ　

笠
置
町
保
健
福
祉
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１（
代
表
）

健
康
相
談
（
南
山
城
村
）

実
施
日

場　

所

６
月

16
日
（
金
）
童
仙
房
公
民
館

21
日
（
水
）
本
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

23
日
（
金
）
高
尾
公
民
館

時　

間　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

問
合
せ　

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
２
９
４

�



対　

象　

木
津
川
市
・
相
楽
郡
内
に
お
住
ま
い
で

　
　
　
　

聴
こ
え
に
不
自
由
を
感
じ
て
お
ら
れ

　
　
　
　

る
方
と
そ
の
ご
家
族

費　

用　

無
料

申
込
み　

電
話
ま
た
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
６
月
20
日（
火
）

　
　
　
　

ま
で
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

ご
予
約
の
際
、
お
名
前
・
年
齢
・
住
所
・

　
　
　
　

 

電
話
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
）・
相
談
内
容
・

ご
希
望
の
時
間
帯
を
お
し
ら
せ
く
だ

さ
い
。
申
込
み
が
多
い
場
合
は
、
変

更
を
お
願
い
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

〒
６
１
９ｰ

０
２
１
４

　
　
　
　

木
津
川
市
木
津
上
戸
15

　
　
　
　

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
75
・
２
０
３
０

　
　
　
　

０
７
７
４
・
72
・
６
８
６
２

その他おしらせその他おしらせ

問
合
せ　

　

第
67
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
相
楽
地
区

　

推
進
委
員
会
事
務
局

　

☎
０
７
７
４
・
72
・
０
４
２
１

き
こ
え
の
相
談
会

日　

時

６
月
27
日
（
火
）

　
　
　
　

①
午
前
10
時
〜　

②
午
前
11
時
〜

　
　
　
　

③
午
後
１
時
〜　

④
午
後
２
時
〜

場　

所　

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
相
楽
会
館
内
）

内　

容　

聴
こ
え
に
関
す
る
相
談
・
聴
力
測
定

　
　
　
　
（
聴
力
測
定
を
ご
希
望
の
方
は
１
時
間
程
度
）

内　

容　

曲
目
「
双
頭
の
鷲
の
旗
の
下
に
」「
Ｒ

　
　
　
　

Ｐ
Ｇ
」
他

　
　
　
　

京
都
廣
学
館
高
等
学
校
吹
奏
楽
部
と
の

　
　
　
　

合
同
演
奏
等

そ
の
他　

　

①
入
場
は
無
料
で
す
が
、
１
人
に
つ
き
１
枚

　
　

の
入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。

　

②
入
場
整
理
券
は
、
京
都
府
警
察
広
報
セ
ン

　
　

タ
ー
の
ほ
か
、
木
津
・
向
日
町
・
宇
治
・

　
　

城
陽
・
八
幡
及
び
田
辺
の
各
警
察
署
、
交
番
・

　
　

駐
在
所
で
配
布
し
ま
す
。

　

③
小
さ
な
お
子
様
も
大
歓
迎
で
す
。

　

④
満
席
の
際
は
入
場
を
お
断
り
す
る
こ
と
が

　
　

あ
り
ま
す
。

　

⑤
会
場
に
は
５
０
０
台
収
容
可
能
な
駐
車
場
が

　
　

あ
り
ま
す
。
当
日
、駐
車
料
金
は
無
料
で
す
。

　

⑥
天
候
等
に
よ
り
、
や
む
を
得
ず
中
止
す
る
こ

　
　

と
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ　

京
都
府
警
察
本
部
広
報
応
接
課
音
楽
隊

　
　
　
　

☎
０
７
５
・
６
４
２
・
５
９
７
２

　
　
　
　

０
７
５
・
６
４
２
・
５
９
７
２

第
67
回	

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

（
相
楽
地
区
）

日　

時　

６
月
24
日
（
土
）　

午
後
１
時
30
分
〜

場　

所　

木
津
川
市
中
央
公
民
館

　
　
　
　
（
い
ず
み
ホ
ー
ル
）

　
　
　
　

木
津
川
市
木
津
宮
ノ
内
92

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
72
・
８
８
０
０

内　

容　

　

◦
京
都
府
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
入
選
作
文

　
　
（
京
都
府
知
事
賞
）
の
朗
読

　
　
﹃
勇
気
を
出
し
て
﹄

　
　
　

木
津
川
市
立　

木
津
南
中
学
校
１
年

　
　
　

森
泉
芽
衣
さ
ん
（
現
２
年
）

　

◦
講　

演

　
　

演
題
「
薬
物
依
存
者
へ
の
回
復
支
援
と
そ
の

　
　

実
像
」

　
　
　

講
師　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
パ
リ
木
津
川
ダ
ル
ク

　
　
　

代
表　

加
藤
武
士
さ
ん

聴
講
料　

無
料
。　

た
だ
し
入
館
料
が
必
要
。

　
　
　
　

※
事
前
申
込
み
は
不
要
。

施
設
の
ご
案
内

所
在
地　

木
津
川
市
山
城
町
上
狛
千
両
岩

入
館
料　

一
般
２
０
０
円
、
小
中
学
生
50
円

開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

　
　
　
　

※
休
館
日　

月
曜
日

問
合
せ　

京
都
府
立
山
城
郷
土
資
料
館　

総
務
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
86
・
５
１
９
９

　
　
　
　

０
７
７
４
・
86
・
５
５
８
９

太
田
雄
貴
さ
ん
の
講
演
会

　

第
一
線
で
活
躍
す
る
人
に
学
ぶ
講
演
会
を
（
一

財
）京
都
府
市
町
村
職
員
厚
生
会
が
公
開
し
て
開

き
ま
す
。

日　

時　

８
月
４
日
（
金
）

　
　
　
　

午
後
３
時
〜
４
時
30
分

会　

場　

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
京
都

講　

師　

太
田
雄
貴
さ
ん

　
　
　
　
（
元
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
選
手
）

内　

容　
「
ひ
と
つ
の
夢
に
か
け
る
」

定　

員　

１
０
０
人

参
加
費　

無
料

申
込
み　

厚
生
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
み

受　

付　

６
月
22
日
（
木
）
午
前
９
時
〜

　
　
　
　

７
月
６
日
（
木
）
午
後
５
時

　
　
　
　

※
先
着
順

問
合
せ　
（
一
財
）
京
都
府
市
町
村
職
員
厚
生
会

　
　
　
　

☎
０
７
５･

４
１
１･

０
０
８
４

　
　
　
　

http://w
w

w
.kyoto-koseikai.

　
　
　
　
　
　or.jp

京
都
府
警
察
音
楽
隊
・
カ
ラ
ー

ガ
ー
ド
隊
　
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
パ
ト

ロ
ー
ル	

in	

精
華

日　

時　

６
月
25
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
２
時
開
演
（
午
後
１
時
開
場
）

場　

所　

京
都
府
相
楽
郡
精
華
町
光
台
一
丁
目

　
　
　
　

７
番
地

　
　
　
　

け
い
は
ん
な
プ
ラ
ザ　

メ
イ
ン
ホ
ー
ル

映画
『笠置ROCK！』上映
　町民参加で製作された笠置町
の短編映画『笠置 ROCK ！』が
６月 17 日（土）～６月 23 日（金）
の間、イオンシネマ高の原で上
映されます。ぜひご覧ください。

問合せ　笠置町企画観光課
　　　　☎0743・95・2301（代表）

相
　
談

7月1日（土）午前11時～午後5時
　2日（日）午前10時～午後3時（予定）

☎075・414・4529

�



★ Pick UP ★
　「おみせやさんでくださいな！」
　さいとう しのぶ 著 

　パン屋さん、とうふやさん、
八百屋さん…いろんなおみせで
かいものしよう！
　おみせのどこかにある、どん
ぐりとなぞの招待状もさがして
みてね。

図書室図書室 消費者生活消費者生活

消
費
生
活
の
相
談
や
苦
情
は
お
気
軽
に

　
　
　
　

相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
（
電
話
又
は
来
所
）　

　
　

☎
０
７
７
４
・
72
・
９
９
５
５

（
ナ
ニ
？
キ
ュ
ー
キ
ュ
ー
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
！
）

相
談
は
無
料
で
す
。　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。　

　
　
　
　

※「
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」☎
１
８
８（
い
や
や
！
）番
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相
談
日　

月
〜
金（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

相
談
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

住　

所　

木
津
川
市
木
津
上
戸
15　

相
楽
会
館
１
階　

京
都
府
木
津

　
　
　
　

総
合
庁
舎
東
隣（
Ｊ
Ｒ
木
津
駅
東
出
口
か
ら
徒
歩
５
分
）

　
　
　
　

※
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
（
年
末
年
始
を
除
く
）
は

　
　
　
　
　

☎
０
７
５
・
２
５
７
・
９
０
０
２
へ
（
電
話
の
み
）

Ⓠ	

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

で
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
の
フ
ィ
ギ
ュ
ア
を

見
つ
け
て
落
札
し
た
。
落
札
金
額
を

振
り
込
ん
だ
が
、
な
か
な
か
届
か
な

い
の
で
督
促
す
る
と
、
ず
い
ぶ
ん
時

間
が
経
っ
て
か
ら
「
送
っ
た
」
と
い

う
返
事
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
品
物

が
届
き
開
封
す
る
と
落
札
し
た
も
の

と
は
全
く
違
う
も
の
が
入
っ
て
い
た
。

び
っ
く
り
し
て
相
手
側
に
メ
ー
ル
で

確
認
し
た
が
返
事
が
こ
な
い
。
オ
ー

ク
シ
ョ
ン
サ
イ
ト
に
相
談
し
て
み
た

が
、
エ
ス
ク
ロ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
使
っ

て
い
な
い
の
で
、
当
事
者
間
で
解
決

し
て
も
ら
う
し
か
な
い
と
言
わ
れ
た
。

　
　
　
　
　
（
30
歳
代　

男
性
）

Ⓐ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

は
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
ひ
と
つ
で
手

軽
に
売
買
が
で
き
る
の
で
利
用
が
広

が
っ
て
い
ま
す
が
、
ト
ラ
ブ
ル
も
発

生
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
運
営
会
社
は

責
任
を
負
わ
ず
、
ト
ラ
ブ
ル
発
生
の

際
は
当
事
者
間
で
解
決
を
図
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
エ
ス
ク
ロ
ー
サ
ー
ビ

ス
と
い
う
、
運
営
会
社
を
介
し
て
代

金
を
受
け
渡
し
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
と
詐
欺
被
害
に
は
大
き
な
防

止
効
果
が
あ
り
ま
す
が
、
品
物
の
状

態
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
等
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。
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取
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す
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
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☆『おはなしのじかん』のご案内

　日　時　６月 25日（日）
　　　　　午前 10時 30分～
　場　所　和束町体験交流センター　ホール

今月の新着図書
町村別 種　類 タ イ ト ル 著 者 名

笠 置 町

一般書

旅猫リポート 有川　浩
最後の医者は桜を見上げて君
を想う 二宮　敦人

総理 山口　敬之

児童書

オムライスのたまご 森　絵都

ぞくぞく村のにじ色ドラゴン 末吉　暁子

チビ虫マービンは天才画家！ エリース・ブローチ

和 束 町

一般書

泥があるから、花は咲く 青山　俊薫

旅屋おかえり 原田　マハ
まるごとわかる！庭づくりＤ
ＩＹの基本 荒井　章

児童書

おしりだよ 西村　敏雄

わたしの病院、犬がくるの 大塚　敦子
いじめのある世界に生きる君
たちへ 中井　久夫

南山城村

一般書

みかづき 森　絵都

ハリネズミの願い トーン・テレヘン

「留守番めし」のつくりおき 牧野　直子

児童書

くもさんおへんじどうしたの エリック・カール

しちふくじん 立川志の輔

おみせやさんでくださいな！ さいとう　しのぶ

図 書 室
　 だ よ り

☆３町村のどなたでも借りられます。
　最寄の図書室でリクエストしてください。

和束町体験交流センター
図書室より

図書室の連絡先
笠置町中央公民館図書室………… ☎ 0743・95・2726
和束町体験交流センター図書室… ☎ 0774・78・4013
南山城村図書室…………………… ☎ 0743・93・0522
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● 　笠　置　町　●
人　口　1,415 人　（-6）
世帯数　　657世帯（+1）

　〒₆₁₉-₁₃₀₃ 京都府相楽郡
笠置町大字笠置小字西通90-1
TEL：0743・95・2301
FAX：0743・95・2961
http://www.town.kasagi.lg.jp/

● 　和　束　町　●
人　口　4,127 人　（‒3）
世帯数　1,714 世帯（±0）

　〒₆₁₉-₁₂₁₂ 京都府相楽郡
和束町大字釜塚小字生水14-2
TEL：0774・78・3001
FAX：0774・78・2799
http://www.town.wazuka.lg.jp/

● 　南山城村　●
人　口　2,844 人　（+6）
世帯数　1,253 世帯（+3）

　〒₆₁₉-₁₄₁₁ 京都府相楽郡
南山城村大字北大河原小字久保14-1
TEL：0743・93・0101
FAX：0743・93・3030
http://www.vill.minamiyamashiro.lg.jp/

人口・世帯数（平成29年 5月 1日現在）３町村人口

笠置町・和束町・南山城村、３町村をつなぐ広報紙

環　境環　境

ビン・缶類の出し方

　30 代の頃から田舎暮らしをしたいと思っていましたが、昨年、移住先を探
していたときにインターネットで南山城村を見つけました。当時は仕事をして
いたため、門真市から車で高速道路を使わずに 1 時間 20 分程で来られる立地
と、希望していた平屋建ての古民家と蔵があるという点が気に入り移住を決め、
今年 1 月 31 日から居住を始めました。妻は現在門真市におり仕事をしていま
すが、園芸が好きで週末はこちらに来て過ごしており、いずれはこちらに移住
する予定です。
　南山城村は水がおいしく空気がきれいで、茶畑の景観も良いと思います。近
所の人たちは、季節の野菜や花をくれたり山菜採りに誘ったりしてくれます。
　南山城村には、都会では見かけない植物など宝物だと思えるものが身近にた
くさんあり、驚き、感動しています。

～大阪・門真市から南山城村へ移住～
　児島　正之さん

　　　　　　出せるもの（一例）
　　　　　　ジュースのビン・酒のビン・調味料のビン
出す時の注意
・キャップやふたは必ず外して、中身を

全部取り除き軽く水洗いしてください。
・外したふたは、プラスチック製のもの

はプラスチック製容器包装に、金属製
のものは粗大ごみに出してください。

・ビール瓶・一升瓶・牛乳瓶等はできる
だけ購入店へ返却してください。購入
店に返却された瓶は洗浄してリユース

（再利用）されます。
・農薬・劇薬等のビ

ンは収集できませ
んので販売店等に
引取を依頼してく
ださい。

　　　　　　出せるもの（一例）
　　　　　　ジュースの缶・ビールの缶・缶詰の缶
　　　　　　一斗缶・スプレー缶
出す時の注意
・中身を全部取り除き水洗いしてくださ

い。
・中にタバコなどを入れたまま出さない

でください。
・スプレー缶・カセットボンベ等につい

ては中身が残ったままであると、発火
事故の原因となり大変危険です。使い
きってから缶に穴
を開け缶類の日に
出してください。

・缶以外の金属は粗
大ごみに出してく
ださい。

　　　　　　出せるもの（一例）
　　　　　　
出す時の注意

　　　　　　出せるもの（一例）
　　　　　　
　　　　　　一斗缶・スプレー缶

ビ　ン 缶　類

●ビン収集日
　笠　置　町　毎月　第 2 火曜日の翌日
　和　束　町　毎月　第 3 金曜日
　南山城村　毎月　第 3 月曜日

●缶類収集日
　笠　置　町　毎月　第 3 日曜日の翌日
　和　束　町　毎月　第2・4 金曜日
　南山城村　毎月　第 2 水曜日

わたしたち　移 住 　しました

ごみの出し方に
関する問合せ

笠置町税住民課　　☎ 0743･95･2301（代表）　　　南山城村産業生活課　　　　☎ 0743･93･0105（直通）
和束町農村振興課　☎ 0774･78･3008（直通）　　　相楽東部クリーンセンター　☎ 0774･78･4153（直通）

改装した蔵には、趣味で集めた時計やお
もちゃなどを置いています。


